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 泉 公 民 館 報 1 ２０１２年(平成２４年)４・５月号   

 

泉
地
区
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
老

人
会
の
役
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
た
総
代
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
又
、

各
部
落
の
区
長
・
組
長
さ
ん
等
も
決

ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

発  行  者 

泉 公 民 館 

編集 藤原 裕二 

℡４７－０３５３ 

【
役
員
】 

会 

長 
 

渡
邉 

公
夫 

副
会
長 

 

二
宮 

孝
行 

監 

事 
 

水
野 

和
昭 

〃 
 
 

松
岡 

寛
孝 

 

東 
 

澄
夫
（
小
西
野
々
） 

二
宮 

孝
行
（
出
目
二
区
） 

渡
邉 

公
夫
（
興 

野 

々
） 

渡
邊 

邦
夫
（
岩 

 

谷
） 

渡
邊 

俊
一
（
上 

 

川
） 

若
下 

洋
一
（
小 

 

倉
） 

髙
田 

伸
弘
（
出
目
一
区
） 

  

支 

部 

長 

山
本 

悟 

副
支
部
長 

土
居 

清
矩 

事 

務 

局 

山
下 

尚
數 

女
性
部
長 

高
田 

弘
子 

体
育
部
長 

高
田 

孝 
理 
 

事 

芳
村 

道
男 

〃 
 

 

井
芝 

千
章 

監 
 

事 
二
宮 

ヒ
サ
子 

〃 
 

 
谷
口 

敏
雄 

山
本 

悟  

老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

浅
野
祥
代 

泉
小
学
校
長 

二
宮
昌
俊 

公
民
館
長 

二
宮
恵
一 

青
年
学
級
代
表 

藤
原
裕
二 

公
民
館
主
事 

平
丸 

弘 

民
生
児
童
委
員 

渡
邊
公
夫 

自
治
会
長 

芝 

照
雄 

町
議
会
議
員 

 

今
年
度
の
総
代
会
に
お
い
て
、
泉
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
が
決
ま
り

ま
し
た
。
既
に
、
各
部
落
で
は
自
主
防
災
組
織
は
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
よ
り
広
域
化
し
た
組
織
と
な
り
ま
す
。 

近
年
、
様
々
な
所
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
万
一
の

事
態
に
迅
速
に
対
応
す
る
為
、
こ
れ
か
ら
お
こ
な
う
行
事
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
下
さ
い
。 

 

行
事
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
回
覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

水
野 

博
光
（
出
目
一
１
） 

 

善
家 

 

強
（
出
目
一
２
） 

武
内 

孝
一
（
出
目
一
３
） 

 

水
野 

和
昭
（
出
目
一
４
） 

水
野 

勝
百
（
出
目
一
５
） 

 

髙
田 

 

訓
（
出
目
一
峠
） 

渡
邊 

茂
雄
（
出
目
一
中
島
） 

奥
藤 

高
志
（
出
目
二
新
田
） 

髙
田 

智
和
（
出
目
二
谷
喜
来
）
清
家 

満
穂
（
興
野
々
芳
） 

善
家 

幸
二
（
興
野
々
寺
） 

 

松
岡 

寛
孝
（
興
野
々
中
） 

芝 
 

寛
之
（
興
野
々
東
） 

 

渡
邊 

邦
夫
（
岩
谷
上
） 

近
江 

忠
延
（
岩
谷
下
） 

 
 

池
田 

善
一
（
上
川
市
ヶ
成
） 

二
宮 

隆
弘
（
上
川
本
村
） 

 

岡
本 

嘉
史
（
上
川
豊
永
） 

谷
口 

憲
雄
（
小
西
野
々
上
） 

兵
頭 

健
生
（
小
西
野
々
下
） 

鈴
村 

直
方
（
小
倉
川
崎
） 

 

芝 
 

修
次
（
小
倉
町
１
） 

大
野
潤
一
郎
（
小
倉
町
２
） 

 

中
宇
祢
洋
三
（
小
倉
上
住
） 

石
本 

髙
博
（
小
倉
下
住
） 

 

芝 
 

鶴
男
（
小
倉
宮
口
） 

芝 
 

伸
弘
（
小
倉
宮
奥
） 

 

山
本 

和
文
（
小
倉
轟
） 
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５
月
１２
日
に
、
平
成
２４
年
度
の
た

か
の
す
学
級
が
開
講
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
昨
年
度
と
比
べ
３
人
増

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
６
年
生
の
皆

さ
ん
に
は
沢
山
の
行
事
を
体
験
し
て

も
ら
い
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
ず
、
公
民
館
で
開
講
式
を
行
い

ま
し
た
。
自
己
紹
介
・
活
動
目
標
・

行
事
の
予
定
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
鬼
北
総
合
公
園
敷
地
内
に
あ

る
和
太
鼓
練
習
場
に
移
動
し
、
最
初

の
行
事
で
あ
る
「
太
鼓
教
室
」
を
体

験
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
太
鼓
集
団
「
魁
」
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
兵
頭
さ
ん
を
お
招

き
し
、
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

ま
ず
は
、
和
太
鼓
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
和
太
鼓
と
一
重
に
言
っ
て

も
沢
山
（
長
胴
太
鼓
・
桶
胴
太
鼓
・

締
太
鼓
等
）
あ
り
、
ま
た
、
バ
チ
に

お
い
て
も
使
う
太
鼓
に
よ
っ
て
違
う

こ
と
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。 

 

バ
チ
の
持
ち
方
、
構
え
方
、
打
ち

方
を
確
認
し
て
い
よ
い
よ
打
ち
込
み

開
始
…
練
習
曲
を
何
回
も
叩
き
ま
し

た
。
叩
く
だ
け
で
は
な
く
、
言
葉
を

出
し
た
り
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
と
、

な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

２
時
間
程
練
習
し
た
後
に
は
、
練

習
曲
の
発
表
会
が
あ
り
、
２
班
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
緊
張
し
つ
つ

も
、
一
生
懸
命
演
奏
し
ま
し
た
。
最

後
は
気
持
ち
よ
く
太
鼓
を
叩
け
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

魁 

 

こ
れ
か
ら
３
月
ま
で
、
た
か
の
す
学
級
生
は
沢
山
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
一
つ
が
い
い
思
い
出
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

 

最
後
に
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
兵
頭
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

教
室
の
最
後
に
は
、
兵
頭
さ
ん
が
魁
の
演
奏
曲
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

学
級
の
子
ど
も
た
ち
は
、
間
近
で
見
る
本
当
の
和
太
鼓
の
迫
力
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て

い
ま
し
た
。 



                                                   
泉 公 民 館 報 ２０１２年(平成２３年)４・５月号 3 

      

                  

   

              

 

順 位 チーム名 

優 勝 小 倉 Ａ 

準 優 勝 上 川 Ａ 

３ 位 小 倉 Ｂ 

敢 闘 賞 上 川 Ｂ 

 

５
月
１７
日
か
ら
、
今
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
ク
ロ

ッ
ケ
ー
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
幕
開
け
と
な
っ
た
の
は
「
泉
公
民
館
長
杯
」

で
し
た
。
朝
早
く
か
ら
コ
ー
ト
の
準
備
・
試
合
前
の

練
習
と
大
会
を
待
ち
わ
び
た
か
の
よ
う
に
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
秋
の
優
勝
チ
ー
ム
出
目
２
区
の
選
手
の
選
手

宣
誓
の
も
と
、
大
会
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
予

選
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
上
位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
行
く
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
中
で
今
年
最
初
の
優
勝
を
飾
っ
た

の
は
小
倉
Ａ
チ
ー
ム
で
し
た
。
昨
年
、
町
の
大
会
で

優
勝
し
県
大
会
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
で
す
。
今
年
も

そ
の
実
力
を
充
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

尚
、
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

→ 優
勝
杯
を
手
に
す

る
小
倉
Ａ
チ
ー
ム
。
渡

す
会
長
も
同
チ
ー
ム

 

← 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

が
勝
利
を
目
指
し
戦
略

を
立
て
ま
す
。

 
泉
公
民
館
主
催
で
行
う
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
が
、

５
月
１８
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
す
は
、
６
年
生
が
箱
苗
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
（
山
本
さ
ん
・
高
田
さ
ん
・
山
下
さ
ん
）

の
指
導
の
基
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

赤
米
・
黒
米
を
そ
れ
ぞ
れ
１０
箱
ず
つ
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
箱
に
土
を
敷
き
、
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
籾

を
満
遍
な
く
散
ら
せ
、
水
を
た
っ
ぷ
り
と
。
そ
の
後
、

土
を
上
か
ら
被
せ
、
そ
の
箱
を
重
ね
て
い
き
、
最
後

に
シ
ー
ト
で
包
ん
で
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

来
週
は
次
の
工
程
で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
つ
く
り
で

す
。
早
い
も
の
だ
と
、
少
し
芽
が
出
て
い
る
も
の
も 

あ
る
と
思
い
ま
す
。
６
年
生
は
少
し
驚
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

そ
し
て
来
月
中
旬
に
は
田
植
え
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
苗
は
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く
の
か
、
じ
っ

く
り
と
観
察
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
豊
作
で
あ
る
こ
と
を
携
わ
る
者
全
員
が

祈
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。 ← 

 

老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導

を
熱
心
に
聞
く
６
年
生

の
皆
さ
ん

 

い
ざ
、
実
習
へ
！ 

↓ 

↑ 
 

最
後
は
こ
の
よ
う
な

状
態
に
・
・
・
さ
て
、

来
週
に
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か 
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来月から球技大会が始まり、公民

館がどんどん忙しくなっていく時期に

なってきます。地域の方々のご協力・

ご支援をどうぞよろしくお願いいたし

ます。                 Ⓨ 

                                            

〈
６
月
〉 

 

４
日 

老
人
ク
ラ
ブ
理
事
会 

 

９
日 

た
か
の
す
学
級 

 
 
 
 
 

カ
ヌ
ー
教
室 

 

１６
日 

男
の
料
理
教
室 

 

１７
日 

球
技
大
会 

２５
日 

連
絡
協
議
会 

〈
７
月
〉 

 

５
日 

自
治
会
婦
人
会 

１３
日 

自
治
会
体
育
部
会 

下
旬 

た
か
の
す
学
級 

 
 
 
 

野
外
キ
ャ
ン
プ 

☆
泉
自
治
会
へ 

 
 

渡
邊 

邦
夫
様
（
岩
谷
） 

 
 

芝 

ミ
ユ
キ
様
（
上
川
） 

 

図
書
室
に
、
４
冊
の
本
を
購
入
し
ま

し
た
。
是
非
借
り
に
来
て
下
さ
い
。 

 
 

 

と
は
い
え
、
便
所
は
宇
宙
で
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

千
原
ジ
ュ
ニ
ア 

 

ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟 

 

東
野 

圭
吾 

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
地
球
の
謎
」 

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
太
陽
と
月
の
秘
密
」 

 
 

  

今
年
は
、
図
書
強
化
年
間
と
な
っ
て

お
り
、
例
年
よ
り
沢
山
の
本
を
購
入
し

ま
す
。
も
し
、
ご
希
望
の
本
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
検
討

の
う
え
、
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄 

附 

御 

礼 

 

【連
絡
先
】  

保
健
福
祉
課
保
健
係 

岩谷    ７日 金

 
 
 
 
 
 
 
 
       

保
健
師 

山
下 

出   ： 月 ６日 水

℡
4

5
―
1

1

1

1 

全 曜 ） ６日

（
内
線
３
１
１
３
） 

 

 
興野々          ： 月 日 火 ５ ２

： ７ １

：１０月 

１０ ２

：１１月 

４ （ ）

５ （ ）

（ ）

（ ）

（日）

小 々 小倉   月 日 金西野

・上

  

地区（

・

川     

目  

日 健診

塩
分
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
入
っ
た

も
の
を
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

・ 

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま

め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う 

・ 

発
汗
機
能
が
正
常
に
働
く
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

運
動
や
入
浴
な
ど
で
汗
を
か
く
習

慣
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う 

・ 

1
日
3
食
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
で
体
調
を

整
え
ま
し
ょ
う 

・ 

部
屋
の
温
度
を
測
り
な
が
ら
室
温

管
理
を
し
、
気
温
の
高
い
日
は
冷
房

な
ど
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・ 

利
尿
作
用
の
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
・
カ

フ
ェ
イ
ン
は
、
脱
水
を
進
行
さ
せ
る

の
で
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う 

何
よ
り
、
外
で
の
作
業
は
な
る
べ
く

暑
い
時
間
帯
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
元
気
で
こ
れ
か
ら
来
る
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！ 

泉
地
区
担
当
も
3
年
目
に
な
り
ま

し
た
山
下
で
す
。
だ
い
ぶ
住
民
の
方
々

を
覚
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
充
実
し
た

活
動
を
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

今
年
も
ま
た
暑
い
季
節
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
ね
。
毎
年
熱
中
症
の
報
道
が

さ
れ
ま
す
が
、
畑
も
忙
し
い
し
…
と
軽

く
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

熱
中
症
は
、
周
り
の
気
温
に
体
が
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体

温
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ

と
な
ど
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
暑
く

な
り
始
め
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
体
が

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症

に
な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

こ
で
は
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
挙
げ
ま
し
た
。 

・ 

野
外
で
は
帽
子
や
日
傘
、
室
内
は
す

だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
直
射
日

光
を
避
け
ま
し
ょ
う 

・
汗
を
た
く
さ
ん
か
く
よ
う
な
と
き
は

 

 


